
 

 

 

 科 目 名(Subject)  人文・社会科学特講C（Special lecture of Humanities and Social science C） 

 単 位 数(Credits)   ２ 単位  開講時期  後 期  

 担当教員名(Name)   須永 将史Masafumi SUNAGA英字表記） 研究室番号(Office)   

 Office Hours  

１．授業目的・方法(Course objective and method) 

この講義では，社会学の重要概念に関する基礎的な考え方，歴史的展開を，社会学の学説を検討するこ

とで学習してゆく．文献は適宜配布する．「役割」「システム」「機能」「行為」などの概念をつかって，

社会学者がどのようなことを論じてきたのかを学ぶ．同時に，専門的な概念・用語が現代社会の課題にど

う役立てられるのか，考える． 

授業後半では，社会学の歴史の中でも，エスノメソドロジー（以下EM）の分野に焦点を絞って学ぶ．EM

は従来の社会学とは異なった視点から，社会における人々の行為とその理解の実践について分析すること

を目的としている．とくに，EMのなかでも発話のやり取りに注目し分析する「会話分析」のアイデアなど

についても解説する． 

 

２．授業内容(Course contents) 

1. イントロダクションとマックスウェーバー 

2.～4. 社会学における諸理論――パーソンズ・マートン・シュッツ 

5. 中間レポート提出と中間レポート解説 

6.～8. 社会学におけるエスノメソドロジーの潮流１――ゴフマン・ガーフィンケル・サックス 

9.～14. エスノメソドロジーになにができるか：メディア分析・会話分析 

15. チャールズグッドウィンの「プロフェッショナル・ヴィジョン」 

 

３．使用教材(Teaching materials) 

 授業内で配布する． 

 

 

４．成績評価の方法(Grading) 

コメントペーパーの内容（10点） 

中間レポート（40点） 

最終レポート（50点） 

 

５．成績評価の基準（Grading Criteria) 

・成績評価の方法で，90点以上を「秀」，80 点以上を「優」，70 点以上を「良」，60 点以上を「可」，

59点以下を「不可」とする． 

 

６．履修上の注意事項(Remarks) 

 本授業は社会学Ⅰ・Ⅱの発展的内容となっている．とりわけ社会学Ⅱで学ぶ社会学の古典に関する基礎

的な知識が重要となる．未履修の場合は，授業内で紹介する参考文献などについて，各自自習しておくこ

と． 

 

 

 

  


